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・ DPA 社製 4006 型無指向性マイク 2本を、マイク間隔 61cm にてステージ
方向に向け装着（ステレオ用兼サラウンド前方左右用）
・ ノイマン社製 KM184 型単一指向性マイク 2本を、マイク間隔 59cmにて客
席方向に向け装着（サラウンド後方左右用）
マイクシステム 2
・ 高砂社製ステレオバー 1mの中央部分に K&M社製 236 型ステレオバー 2本
を直列につなげたものを直角に装着し、T字状の 45cmの張り出し部を得たも
のに、以下のマイクを装着。T字状部分をステージ方向に向ける。
・ ショップス社製 CMC62H 型無指向性マイクロフォンを高砂社製１ｍのステ
レオバーの両端にステージ方向に向け装着（ステレオ用兼サラウンド前方左右
用）
・ ショップス社製 CMC65 型マイクロフォンを無指向性にセットし K&M社製
236 型による T字状張り出し部にステージ方向に向け装着する。（ステレオ用
兼サラウンド前方中央用）
・ ノイマン社製 KM184 型単一指向性マイク 2本を高砂社製１mのステレオ
バーにマイク間隔 59cmにて客席方向に向け装着（サラウンド後方左右用）
マイクシステム 3
・ K&M社製 236 型ステレオバーを 2本を中心部分でに十字型に連結し、以下
のマイクをその端にステレオバーと同方向に装着。
・ ショップス社製 CMC64 型単一指向性マイクロフォン 2本（ステレオ用兼サ
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ラウンド前方左右用）と同社製 CMC65 型を単一指向性にて 2本（サラウンド
後方左右用）。
・ CMC64Uの 2本をマイクの開き角 90度として 2本の間をステージに向けフ
ロアスタンドに装着し客席内 1.3mの高さでに設置。
マイクシステム 4
・ DPA 社製ステレオバー 50cmの両端に DPA 社製 4006 型無指向性マイクロ
フォン 2本をステージ方向に向け装着しステージに向け 3点吊り装置に装着。








・ DPA 社製ステレオバー 50cmの両端に DPA 社製 4006 型無指向性マイクロ
フォン 2本をステージ方向に開き角 90度、間隔 20cmで 3点吊り装置に装着
（ステレオ用兼サラウンド前方中央用）。
・ 高砂社製大型フロアマイクスタンドMF-40T 型に K&M社製 23550 型ステ
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2013 年 2月 12日　愛知県立芸術大学音楽学部中演奏室 Aにて
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2.5　今後の展開
　今回の実験の被験者が得た印象を検証すると、実験者が予測したサラウンド
録音の教育的効果を裏付けるものとなった。今後は 1回の聴取時間、及び再
生演目の種類を増やしての実験を続け更なる検証を試みることとする。
　期待される活用法のひとつとして、演奏しながら、同時にその音をコンピュー
ター処理してサラウンド再生することで、大ホールの疑似音響体験ができる設
備の構築が考えられる。これが実現すれば、多くの学生に、大学内に居ながら
音響環境の優れたホールでの自分の音の広がりを容易に疑似体験させることが
でき、今までにない方法で効率的に学生の演奏表現能力の向上に寄与できると
期待できる。
３．まとめ
　サラウンドは本学の収録に教育上大変有益なものであるということが確認で
きた。しかし、録音のための機材および試聴環境の整備が必要であることが明
らかとなった。
　ステレオ収録ではうずもれてしまう（うずもれざるを得ない）会場では聴こ
えている音、ステレオ収録では聴こえてくるが、実際会場では埋もれている（聞
こえない）音の再現がサラウンドでは可能であり、これを学生に聴かせること
により、より実践的な指導が可能になると言える。
　今後は、客席で演奏会場特有の影響を受けた演奏バランスの再現による指導
への応用、収録機器の最適化（特に小型化）、ステレオとの互換も視野に入れ、
研究を継続していきたい。
［注］
1 本稿は、録音／再生に関する技術的な内容について平田が、教育への適用については掛谷
が主に執筆し、全体を安原がまとめた。
